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58. 情報アクセシビリティへの道
小林龍生＊

ご隠居さん：これはこれは，幡随院の親分，めず
らしいね。

親分：へい，ご隠居さん。ご無沙汰してやんす。
なに，ちょっとこのあたりで，もめ事があっ
てね。その仲裁に。

ご隠居さん：しかし，親分が仲に入ると，かえっ
て火に油を注ぐことになったりして。近ごろ
は，おとなしくしているのかい。

親分：へい，あっしも，それなりに歳をとりまし
てね。若いころの罪滅ぼしに，アクセシビリ
ティ分野でちっと動き回っている次第で。

ご隠居さん：何だい，その情報アクセシビリティ
ってやつは。

親分：さすが，ご隠居さん，分からないことは素
直に聞く。今どきの若者に，爪の垢を煎じて
飲ませたいものだ。目や耳の不自由な人たち，
なぜか文字が頭に入ってこない人たちが，エ
レキや電子飛脚を使ってやりとりや読み書き
をできるようにしようってわけで。

ご隠居さん：この前に会ったときは，えらく怒っ
ていたねえ。老中の一人が出した御触書が，
アクセシビリティを思いっきり曲解してると
言ってたじゃねえか。

親分：あんときは，ホント，八つ裂きにしたいぐ
らい頭に血が上りやした。貧困対策も，地域
格差対策も，UXもみんなアクセシビリティ
だと言い張って，もうやっているから何もい

らないと言わんばかりのお触書でしたよ。1）

でも，あの後で，お触書は思いっきり書きな
おされたんで。文句なしとは言わねえが足を
引っ張るような真似はしたくねえ。しばらく
お役人のお手並み拝見というところで。

ご隠居さん：ほう，それは良かった。親分さんが
いろいろ言っていたのが伝わったのかもしれ
んな。

親分：世の中，そう捨てたもんじゃねえってこと
で。

ご隠居さん：最近は，障害者情報アクセシビリテ
ィ・コミュニケーション施策推進法なんてい
うのも出来たそうだな。親分さんも嬉しいだ
ろう。

親分：ところが，あいつを見ると情けなくて仕方
がねえ。たった 5ページしかねえ。中身は
スカスカもいいところ。お題目が並んでいる
だけの理念法というやつ。「努めなければな
らない」というのは，頑張りましたけどダメ
でしたと言えばそれでいいということだろ？　
毒にも薬にもなりゃしない。なんでも，政治
家の点数稼ぎのための議員立法なんだそうな。

　　　それに引き換え，欧州アクセシビリティ法
というのは立派なもんだ。45ページもあっ
て，とっても具体的な要件がてんこもりだ。
たとえば，デジタル著作権管理のせいで読み
上げ出来ませんとかいうのは駄目だと念を押
してある。そして，ちゃんとやらないと罰則
がお待ちかね。おかげで，欧州の民間業者は，
ちかごろ情報アクセシビリティ対策に大わら

1）世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ活用推
進基本計画の変更について（決定，内閣官房，令和 3年
6月 18日）
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わだ。こうじゃないと世の中は変わりやしね
え。

ご隠居さん：それは，親分さんが落胆するのはも
っともだ。しかし，毒にも薬にもならない法
律でも，ないよりはマシかもな。何かやらん
といけないという気分だけは盛り上がるだろ
う？

親分：確かに，ないよりはマシなのかも知れませ
ん。議員立法なんてそんなもんだと諦めるし
かなさそうで。

ご隠居さん：そうそう。怒ってばかりいたんじゃ
血圧が上がるよ。

親分：もう一つ，あっしが怒りまくっていること
のは，読み上げのことしか考えりゃいいんだ
ろうという最近の風潮でさあ。お上も商人も，
読み上げだけでいいんだとタカをくくってい
やがる。

ご隠居さん：それのどこがいけないんだい？情報
アクセシビリティとは読み上げのことなんだ
ろう？紙に書かれたものが読めない盲人のた
めに，コンピュータで読み上げをするという
のはいい話じゃねえか。

親分：ご隠居さんでさえ，そう思っているとは本
当に情けねえ。もちろん，読み上げが良いこ
とには決まってまさあ。しかし，それだけじ
ゃ，まったくねえんだ。

　　　目の見えない人でも使えるような建物をこ
さえるとか，電車に乗れるようにするとか，
情報機器を使えるようにするとか，文書を音
声読み上げすることは，もちろん大事なこっ
た。しかし，弱視の人だっていっぱいいて，
全盲の人より多いぐらいだ。人の頭ぐらいも
ある文字を黒板に書いても読めない人に会っ
たときは魂消たが，そういう人も自分の目で
見たいと思っていなさる。

　　　ディスレクシアといって，目も見えて，頭
もちゃんとしているのに，なぜか文字が読め
ないという難儀な目に逢う人もいらっしゃる。
こちらは弱視の方々のさらに何倍かだ。周り

にも本人にも何で自分だけ読めないのか分か
らんだけに，学校では本当に辛い思いをなさ
るようだぜ。目が縦に並んだら縦書きが読め
るようになるのにと毎日思っていたという人
の話を聞いたときは，あっしゃ目から涙がこ
ぼれた。

　　　ところがアクセシビリティといったら
Webページの読み上げのことしか考えねえ
のが，このごろの流行だわな。おかげで，弱
視やディスレクシアの人のことは，ほったら
かしだ。そういう方々だって，目で読みたい
という思いは強いんだぜ。読み上げだけじゃ
ダメなんだよ。漢字に弱い人のためのルビだ
って大事なもんだが霞が関のお役人や，政治
家は考えもしやがらねえ。耳が聞こえない人
は，ルビがないと漢字の読みを間違えて覚え
ちまうんだぜ。

ご隠居さん：おっ，調子が出て来たね。幡随院節
全開だ。年とって丸くなったなんて，とんで
もねえ。これじゃあ，湯殿で刺し殺されても
仕方ないわな。

親分：視覚障害者といっても，じつは，いろいろ
な人たちがいてね。印刷物を読めない障害の
うち，全盲はごく少数なんだが，それしかな
いように世の中では思われている。盲人は隠
しようがねえが，ディスレクシアの人がそう
だと公言していることはめったにありやせん。
結果的に，ディスレクシアは顔が見えねえ。

ご隠居さん：わしは極度の近眼で老眼，家族は遠
視，乱視，老眼でね。近眼は読む距離を近く
にすれば，なんとかなるが，老眼は近づけて
は読めやせん。メガネと拡大鏡は手放せませ
んな。これは読みにくいと，しばしば文句を
つけている。

　　　ディスレクシアやロービジョンの方への対
応を考えることは，わしら老人への対応でも
あるように思えるがねえ。

親分：ご隠居さんのおっしゃるとおり。どこのだ
れとも分からない一般論じゃなくって，具体
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27. 文字情報技術促進協議会
小林龍生＊

　2019年 7月，従来任意団体として活動してき
た文字情報技術促進協議会（CITPC）は，一般
社団法人として新たなスタートを切った。
　CITPC1）は，当初，IVS技術促進協議会という
名称でスタートした。当時，キーエンスに買収さ
れたジャストシステムとの，コンサルタントとし
ての契約が終了したぼくに，日本マイクロソフト
の CTOだった加治佐俊一さんが，「わたしがマ
イクロソフトにいる間に，日本語のためにできる
ことを何かやりましょう」と，声を掛けてくれた
のがきっかけだった。
　実際の準備は，加治佐さんの右腕，田丸健三郎
さんを中心に進められた。当初の中心メンバーは，
主要フォントベンダー，ワープロやDTPのアプ
リケーションベンダー，大手印刷会社など，フォ
ントの開発や利用に直接関わる企業が中心だっ
た。 ア ド ビ が，IVD（Ideographic Variation 
Database：Unicode Consortiumが管理してい
る異体字データベース）に，AJ1（Adobe-Japan 
1）コレクションを登録したばかりで，IVS
（Ideographic Variation Sequence：基底文字に
対してさまざまなグリフイメージ，異体字を使用
可能にする技術）や IVDの業界一般での認知度
は，すこぶる低かった。
　それでも，設立準備のために集まったメンバー
は，みな，心の底から，当時の日本の社会生活上
必要と目される漢字字体の使い分けに係わる不十
分な技術環境を，何とか改善したいという熱い思

1）　CITPC：Japanese Character Information Technology 
Promotion Council

いを持っていた。なによりも，そのような共通の
思いを，同業他社や異業種のメンバーと，腹蔵な
く話し合える機会を持てたことが，この上なく喜
ばしいと感じているように見受けられた。そう，
メンバーは，みんな，日本語と日本語のフォント
が大好きだった。
　このような仲良しクラブ的な同志意識は，協議
会が正式に発足した後も，いい意味で継承された。
各部会の会合の後や，年に 2度ほど催される懇
親会の盛り上がり方は，まるで学生サークルの飲
み会のような有様になる。この盛り上がりが学生
サークルと異なる点があるとすると，嬉々として
話し合われている内容が，どこまでいってもフォ
ント技術のことであり，時にそれが，直接的なビ
ジネスの話に展開する，といったあたりだろうか。

「文字情報技術」へ
　IVS技術促進協議会の最初の転機は，独立行政
法人情報処理推進機構が，内閣府，経済産業省と
ともに推し進めてきた文字情報基盤整備事業（MJ
プロジェクト）が峠を越え，IVDにMJ（文字情
報）コレクションとして登録されたあたりに訪れ
た。それまで，AJ1コレクションを中心に，民間
の，それも主として印刷・出版業界の需要への対
応を中心に進められてきた調査・研究のフェイズ
から，MJコレクションの中心的ユーザーとして
想定される官公庁や地方自治体への普及活動に，
軸足が変化することとなった。このタイミングで，
NEC，日立などのシステムインテグレーション
を主軸とする企業の参画を得ることができた。協
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議会の名称も，IVS技術に限定せず，より幅広く
文字コードやフォント関連技術に対応する決意を
込めて，文字情報技術促進協議会と改められた。
　協議会の名称を IVSといういささか専門的な
匂いのする名称から，一般的な文字情報技術とい
う名称に変更したことと，MJプロジェクトの一
般への普及に積極的に取り組む姿勢を明確にした
ことで，協議会の活動の幅は，飛躍的に広まった。
その直接的な成果は，港区，大田区，船橋市，石
巻市などの自治体が，賛助会員として参画してく
れたことだろう。それも，単なるお客さんではな
く，部会やセミナーに積極的に参加し，協議会の
運営に主体的に係わってくれている。

今までなかった組織に
　協議会を法人化する，という議論が始まった背
景には，このような協議会の順調な発展が背景に
ある。
　振り返ってみると，当初，フォントベンダーや
DTP，ワープロソフトのアプリケーションベン
ダーなどの小さい仲良しクラブから始まった協議
会は，印刷関連業界，システムインテグレーター
や自治体をも巻き込み，フォントと日本語関連の
情報処理に係わるほとんどすべての業態，ユーザ
ーを開発者側と利用者側を問わず，横断的に網羅
する，日本には今まで存在しなかったまさに業際
的な組織に育っていた。
　そして，協議会の内外から，このような独自な
立ち位置を生かした，より深みのある調査研究プ
ロジェクトや協議会メンバーのビジネスにつなが

るような事業の受け皿となる組織体を目指して欲
しい，という要望を多く耳にするようになった。
　事務局長を務めてくれているマイクロソフトの
田丸健三郎さんを中心に，運営委員会の発議とし
て，2017年度末の理事会・総会において，一般
社団法人化を目指す方向性が承認された。
　とはいえ，一般社団法人化に向けた調査や事務
手続きには，思いのほか多くの時間を要した。何
よりも大きな困難となったのは，いわば仲良しク
ラブの域を一歩も出ない任意団体と，定款を定め
た上で法務局に登記することが必要な一般社団法
人とでは，特に，組織としての意思決定のプロセ
スに大きな差がある，という点だった。
　緩やかな合意でなんとなく運営していけた任意
団体と，定款に基づく明確な意思決定を前提とす
る一般社団法人とでは，どうしても，その運営プ
ロセスに大きな違いが生じる。その切り替えの過
程で，ホームページの更改や新会員の受け入れな
ど，協議会の活動を実質的に半年近く中断せざる
を得なかった。それどころか，形式的とはいえ，
既存の会員にさえ，改めて一般社団法人への入会
の意思表示を求めることさえ必要となった。
　個人的には，各部会の活動や，ぼくが係わって
いたいくつかのプロジェクトが中断に追い込まれ
てみて，世間一般で言えば，定年の年齢を既にい
くつも超えているぼく自身の生活の中で，協議会
の活動が，どれほど大きな位置を占めていたかを
思い知らされる結果となった。

利用者が使いやすいものに
　2019年 7月，従来任意団体として活動してき
た文字情報技術促進協議会は，一般社団法人とし
て新たなスタートを切った。
　折しも，2019年 5月に，新天皇の即位とともに，
元号が令和と改められ，それに伴い，令和の合字
に対応する UCS（Universal Coded Character 
Set：国際符号化文字集合）やユニコードの符号
位置を新たに確定するという国際標準化のプロセ
スが進められた。協議会との関連が深い，文字情
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的に困っている人たちの現実から目をそらさ
ないで，解決策を探って，その解決策が他の
人たちにとってもハッピーな結果になるって
のが理想ですな。

ご隠居さん：おっ，最後は，親分も真っ当なこと
をおっしゃって。久々に，向かいの蕎麦屋で
一杯やりますか。  ■

【付記】
　今回をもって，この「落語シリーズ」は，一旦
終了することとしたい。いささか，雑駁のそしり
は免れぬとしても，アクセシビリティも含め，現
今の電子書籍とウェブドキュメントの狭間で起こ
っている文字情報技術，特に約物類や和欧文混植
を巡る問題圏についての概略は素描できたのでは
ないかと考えている。
　今回分も含めシリーズ中，一般的にはやや不穏
当とも取れる文言が散見されるが，立場の違いを
明確にするため，あえて誇張したところがあるこ
とをご理解いただくとともにご寛恕いただきたい。

文責はすべて筆者にある。
　今回は，いつもの小林敏さん，田嶋淳さんに加
え，JLreqタスクフォースのメンバーでもあり，
日本DAISYコンソーシアム技術委員会の委員長
でもある慶應義塾大学の村田真さんにも多大な御
協力を賜った。木田泰夫議長を初めとする他の
JLreqメンバーを含め，記して謝意を表する。
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